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1. 技術と省力化
技術(technology)という言葉が生まれたのはそう古いことではないが，技術
の原型一道具ーーによる労働の省力化の歴史は古い。世界に現存する最古の
石造構築物ヒ゜ラミッドには，最初のものが紀元前2800年に構築された時，すで
に高度の精密さがみられた1)。古代エジプト人は車を知らなかったので，一般
的な建築法は，地上から勾配のついた傾斜路を使って石を引っ張り上げるとい
うものであった。その構築には幾十年もの歳月と何十万もの労働力が動員され
たという，その気の遠くなるような営為のカゲに，いかに摩擦を軽減し，効率
よく運搬して行くかという古代人の知恵が発揮されていた。ビラミッドが完成
されると傾斜路は取りはずされたが，道具のソリとコロは，滑車となり，産業
革命を経て機械による大量生産化が始まるとともに，ベアリングが現在の形態
として機能するようになった。
機械の歴史は，一つの型の運動が別の型の運動をするように機械的素子を相
互に結びつける仕方についての知識の発達の歴史である。そのルーツの第ーは
テコである。テコは小さな力で大きな物を動かす。他は斜面である。 A地点
から上方のB地点へ，物を運び上げるには， ABを直線で結ぶよりも廻り道し
た径路による方が楽に運ぺる。斜面はカム2)やネジや軸受のように，姿を変え
1)拙稿「ピラミッドと社会体制」『経済論集」第35巻第4号参照。
2)カム機構 (cammechanism) 回転軸（カム軸）に固定された特殊輪郭を有する原動
力と．テコなどの伝達要素の一端に固定された接触子から成る従動節を互いに接触さ
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て機械の中に入りこんだ。第二は動力機械である。蒸気機関や内燃機関，さら
には電動機の発明がある。そして第三の御制機械の発明は，蒸気機関の回転速
度を一定に保つ必要から始まり，機械の発展とともに，制御の重要性が認識さ
れるようになった。そして最後に記憶装置の創出がある。いろいろの動作をあ
らかじめ記憶させておき，必要に応じて記憶の中から情報を取り出し所定の動
作を行わせるためには記億装置が必要である。コンビュータはこの組み合わせ
で構成されたものである。
18世紀の中葉，糸を紡ぐ仕事を人間の手から機械へと発展させることによっ
て，産業革命は始まった。蒸気機関の出現により，機械は木製より鉄製へと変
わり，従来，多くの人手を要した仕事を機械がかわってやったとき，機械こそ
が失業の原因であると思われたのである。手職人たちの失業は，歴史の流れか
らは一時的なものにすぎなかったが，職を失った人たちにとっては由々しい問
題であった。イギリスの機械破壊運動 Ludditesは， 1811-3年には最高潮に
達した。フランスでも1841年にパリのミシンの大作業場で機械打毀し運動が起
き， 81台のミシンが暴徒の手で破壊された3)。 ミシンが仕立屋や縫子の仕事を
奪うというのである。しかし， ミシンは急速に人気を博して行った。工業面で
ミシンの経済性が認められたというだけでなく，婦人がこのミシンのお蔭で伝
来の束縛から解放されうることに気付いたためでもあった。ミシンは，縫製業
における搾取や苦汗に終止符を打ったわけではない。それは正にその逆であっ
た。しかし，これで糸と針による手縫は廃れ，疲れた手で「一さし一さし」と
いった苦役も終わりを告げた。
いうまでもなく機械化の進行には機械の動きを速くし，それが労働強化をも
たらす面がある。しかし，生産方法に対する需要圧力が，新しい技法を生み出
し，それら技法の開発と普及を可能にする諸要素を供給する条件もあり，産業
せ．原動力を回転させることによって従動節に輪郭に応じた周期的変位を与える装
置。エンジンやミシンなどに広く用いられている。
3) D.S. ランデス著，石坂昭雄訳「西ヨーロッパ工業史」（みすず書房， 1980年）328頁。
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革命はその暗黒面にもかかわらず，人類にとって巨大な前進を意味した。その
後の生活水準の向上は，ある程度まで，機械の生産性の上昇によるものであっ
た。製造業の流れ作業方式は，疎外感を生みながら，より高い生活水準と一緒
に手を携えてやってきた。その歩調が速くなり，技術社会の中の新しい考え方
が，技術の進歩そのものによって一層たやすく広められるようになると，変化
の度合はさらに進む。目に見えるところでは，品物や提供されるサービスの洪
水を大きくし，それが生活を煩雑なものにするにしても，また快適にもしてく
れる。一面での省力化は，他の面での雇用を創出したのである。
同じ歴史の流れに浮かぶものにとって，その流れの全き姿を知ることは難し
い。重要な進歩が起こるのは，目に見えないところにおいてである。
クレジット・カードと同じような薄い計算機， 1年に数秒も狂わない時計，
マイクロチップ（微細な chip)を利用するマイクロエレクトロニクスは，幅の広
い技術として社会生活のあらゆる面に影響を与え始めている。
今日の技術変革4)のスビードは速すぎる。それがもたらす無数の変化のうち
で，とりわけ大きな進化は，肉体的労働の減少であろう。マイクロエレクトロ
ニクスの労働問題に及ぽす影響について，多くの調査報告があるが丸 細部の
混沌の中にのめりこんで，全体の姿は浮かんでこないのである。
4)昭和31年度の『経済白書』は「投資活動の原動力となる技術の進歩とは，原子力の平
和的利用とオートメーションによって代表される技術革新（イノベーション）であ
る」と書いた。そのあとには，「もはや“戦後”でない。われわれは異なった事態に
直面しようとしている」 (37頁）という有名な言葉が続くのだが，イノベーションの語
を技術革新と訳して初めて紹介して，それが広く定着している。しかしSchumpeter 
の innovation=技術革新ではない。ここで技術変革の語を使う所以である。
5)隅谷三喜男編『技術革新と労使関係」（日本労働協会， 1985年），通産省企業行動課編
『FAが工場をどう変えるか』（日本能率協会， 1984年）， 経済評論労働問題特集号
「ME革命と労働組合」（日本評論社， 1983年），労拗省統計情報部編「技術革新と労
働の実態ME編」（労働法令協会， 1984年），『同， OA編」 (1985年）など。
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2. マイクロエレクトロニクス
過去10年間におけるマイクロエレクトロニクス技術の発展はきわめて急速で
あった。しばしば革命という言葉が使われることがあるが，ある程度まで着実
に量的な発展があったことは確かである。複雑になって行く電子的な機能をよ
り速くより安価に遂行する電子部品を，だんだん小さくしてきたのである。さ
らにまた，技術の質的な変化，すなわち集積されたマイクロエレクトロニクス
回路が人間の能力に質的な変化をもたらしたという真の革命も存在している。
マイクロエレクトロニクスの定義は論者によって若干異なるが，一般には，
集積回路，およびそれを使用することによって可能となった各種の応用分野を
含む極めて広範囲の電子工学，電子技術を含む，とされている。、
それはトランジスクにはじまる6)。具体的には IC以降の半導体技術の発展
である。 トランジスクは， IC(集積回路： Integrated Circuit), LSI (大規模集積回
路： Large Scale Integration), 超 LSIへと変遷をとげ叫超々 LSI,光 ICの
時代を迎えようとしている。 ICは， 1個の半導体結晶上に複数個のトランジ
スタ・コンデンサなどをつくりこんだ素子であって，集積することによって電
子装置の小型化と機能の向上を大きく進めた。 さらに LSIの段階になって，
マイクロプロセッサが登場したB)。
6) トランジスタ (transistor) シリコンなどの半導体でつくられる電子回路部品のこ
と。発明されたのは1947年，固体の真空管というべきもので，電気信号の増幅・整流
（又は検波）•発振など，真空管と同じ働きをする。在来の電子回路組立技術の概念
を一変させるものになった。トランジスクは，はじめ一つ一つを真空管と同様に別々
に配置して配線でつづき合わせていた。それを一つの半導体の上につくったのがIC
(Integrated Circuitの略，集積回路と略す）である。
7)この発達の過程は，コンピュークの世代交替ともある程度対応していて，真空管を使
った時代を第一世代， トランジスクを第二泄代， ICを第三世代， LSI, 超LSI
を第四世代という分類がなされている。今は第五世代を目指して開発が進められてい
る。
8)マイクロプロセッサ (microprocessors) プログラム内臓方式 (storedprogra-
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トランジスタの前は真空管を使っていた。真空管は無線通信やラジオ，戦後
のテレビに使われていた。真空管からトランジスクまでは約50年の歳月が必要
とされたが， トランジスタから ICの登場まで約10年しか要せず，電子化はあ
らゆる分野で進行することになった。これまで情報処理機能を与えられていな
かったものにも，マイクロプロセッサが組み込まれて，性能の向上，機能の多
様化が図られ，また，マイコン付きの NCC数値制御）機械やロボットを通して，
これまで電子化の恩恵に浴してこなかった中小企業でも，最先端のマイクロエ
レクトロニクスを取り入れることが可能になった。
製造技術の進歩は，集積密度の向上として表れる。トランジスタをはじめと
する個々の素子の寸法が小さくなり（微細加工技術の進歩），そこではミクロン，
1ミリの 1,000分の 1といった寸法で部品がつくられ，わずか小指の爪先ほど
のシリコンの小片，一つのチップの中に 1メガビットつまり百万個以上の真空
管を使った回路に相当するものがある。しかも大きさは， 1個の真空管と比べ
てもはるかに小さく，数ミリ角である。マイクロエレクトロニクス産業の最大
の特徴は，所与の電子機能に対する価格が急速に下がり続けていることであ
る。
約30年前にトランジスタが初めて世に出た頃の価格は， 1,000円程度であっ
た。現在， 単体でトランジスクとして売られているものの 1個の価格は 10数
円，約100分の 1となっている。乗用車に例をとれば， 100分の 1の価格といえ
ば自転車以下の値段になることになる。集積化したものでは， 64キロビット・
メモリ LSIは， 1980年に初めて市場に登場したとき， 1個2万円だったが，
今は数百円で入手できる。その中には10万個程のトランジスクが組み込まれて
おり， 1個のトランジスクにすれば約0.01円以下，つまり 1銭以下である。ま
mming) のコンピュータがLSIチップとして実現したもの。何万個というトラン
ジスタや抵抗その他からなるその全回路素子を1個（あるいは数個）のシリコンチッ
プ上におさまるようにしている。私はこの原稿を日本語ワードプロセッサで書いてい
るが，これはマイクロプロセッサ応用製品である。
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さに10万分の 1である。もし同じことが自動車について起こったとすれば，数
千万円ものロールスロイスが，そのプラモデルよりも安いものになることにな
る9)。
小さい自動車は安くできるであろうが，人が乗れないようでは価値が全くな
くなってしまう。性能を落さずに小さくできれば，小さい方が良いとする場合
がある。トランジスタは小さいほど， 回路が短いからその動作時間が速くな
る。短い時間に大量の演算をしたり，記億している内容を入れ換えたりするに
は， トランジスタを小さく作ることが必要となる。小さい方が消費電力は少な
く，信頼性が高く， しかも安い。集積度の向上は経済性の追求が必然的に求め
た方向であった。
3. learning curve 
前述のように，マイクロエレクトロニクス産業の最大の特徴は，所与の電子
機能に対する価格が急速に下がり続けていることであるが，この急速な価格の
低下は，工学的には learningcurveといわれるもので説明されている。ある
産業が learningを積めば積むほど，その産業はますます効率のよいものにな
る，ということである。
元来， learningとは生物が様々な環境を体験することにより， 以前よりも
その環境により適応した行動を獲得することである。 learningによって得ら
れた行動は生得的にそなわっている反射行動とは区別される。 learningの基
9)世界最初の電子計算機 ENIACが登場したのが 1945年，弾道計算を目的として，ァ
メリカのペンシルベニア大学において開発された。 1万8,000本もの真空管を使い，
重最30トン，約1,500平方メートルを占有した。
日本の電子式卓上計算機つまり電卓第 1号は1964(昭和39)年にシャープ（当時早
川電機）が発表した。トランジスタなどの部品を 4,000個も使っており，世界で初め
てのトランジスタ電卓であった。重さは 25kgで大人にも重く，やっと机の上に載っ
た。値段は 53万 3,000円であった。今はそれよりはるかに機能の進んだ電卓が，クレ
ジット・カードと同じように薄く 2,000円台で買える。
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本過程は大脳皮質下で行われると考えられるが， learningと記憶とは表裏一
体である。 learningは，以前よりは良い状態を目ざすことだし，以前の状態
とは記憶を含んでいる。自転車に乗る場合，最初に倒れたり，手足を擦りむい
たり，さんざんな目に会う。だが， それもマスターしてしまえば， 3年や 5
年，自転車に乗らなくても，すぐ乗ることができる。スボーツも芸事も話は同
じである。「雀百まで踊り忘れず」，「昔とった杵づか」である。
learning curveとは，時間経過に伴う learningの進行状態を示す曲線で
ある。一般に横軸に生産経験，生産量の変化など生産技能の習得度，すなわち
learningを示す数値をとり， 縦軸に 1人当たり生産高の変化など生産性，す
なわち learningの達成度を示す数値をとって作成された曲線が learning
curveである。
learning curveそれ自体は，極めて簡単なことであって，すべての工業製
品において量産によるコスト低下がおこるという事象を数量的にとらえたもの
である。一般に初期のころ急速に learningが進み，次第にゆるやかになり，
一定の割合におちついてくるものである。 ICの場合は， 与えられた電子機能
当たりの価格は，集積度の向上以上に低下する傾向が続いているのである。
価格低下はいうまでもなく経済社会での財としての流動性を増加させる。量
産して安い価格が実現される場合，なるべく早く量産体制を確立したメーカー
がコスト面での有利な立場に立つことになり，市場で多くの注文を獲得すれ
ば，それが量産体制に結びつくからである。同一製品をつくる企業の中で生産
規模の大きい方は製品コストが低く，したがって大きな利益をあげることがで
きるし，ますます大きな市場を占めることができるということである。逆に規
模の小さい企業はコスト高になり，もし市場で生き残ろうとするならば，利益
を度外視した価格を設定せざるを得ない。 1980年代に入って半導体は過当競争
の時代に入った。そして設備投資による量産が供給過剰を生み， 1985年には半
導体不況といわれる状態を現出した。激しい国内競争が外に向けられる時，貿
易摩擦を起こすことになったのである。
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しかし，問題はシリコンのチップ自体のみではない。産業として考えても，
ここ数年， IC,LSIの生産は急増し， 1984(昭和59)年度の日本の IC生産は約
2兆円，超LSI関連の設備投資は7,000億円を超え，鉄鋼，自動車と肩を並べ
る。毎年平均35形を超える成長率である10)。
図1 ICの learningcurve 
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〔資料出所〕 通産省機械統計， 日経エレクトロニクス 1986.4.7 
4. 労働に対するインパクト
マイクロエレクトロニクスがわれわれの生活に及ぽした影響は極めて大き
い。
雇用に与える影響については，例えば阪急電車の梅田駅を出て，国鉄の大阪
駅に入ると判然とする。阪急の改札口には 1人が待機しているのに対して，国
10)経済企画庁調査局編「昭和61年版 日本経済の現況」（大蔵省印刷局， 1986年）55頁。
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鉄の改札口には数人の駅員が並んで切符を切っている。いくつかある国鉄の改
札口を自動化すれば， 大阪駅だけでもかなりの人員整理をしなければなるま
い。
マイクロエレクトロニクスは通信用衛星から腕時計，電卓のような製品にお
いて不可欠である。時計は，周期の定まった機械的震動をたくさんの歯車の組
合せによって針の動きに変える，古くから精密機械技術の粋を集めたものであ
った。クォーツ腕時計の蓋をあけて中をみると，ゼンマイも歯車もなく，一つ
のLSIとわずかの付属品しか見つけられない。その LSIは完全に密封されて
いて，その中身はうかがい知ることはできない。工程は10分の 1になった，と
いう。時計を分解して油ぶきする職人的な腕をもつ時計屋は，今は牌肉の嘆を
かこっている。
コンビュータの情報蓄積，処理，表示の能力も大幅に増大した。さらにコン
ビュータはそれが操作される場所や出力が利用される場所，すなわち複雑な機
能をはたすクイプライターや機器，あるいは工業用の制御装置として，多くの
目的のために，分散利用されている。自動車，造船，機械から精密機器，医療
機器から住宅にいたるまで，エレクトロニクス技術は，産業のあらゆる分野で
生かされていて，職場の生産技術はもとより社会構造そのものを大きく変えよ
うとしている。
生産部門において， NCC数値制御）工作機械， MC(マシニングセンター），産業
用ロボットが急速な普及をみている。 LSIの開発・製造工程には， CAD(Co-
mputer Aided design)を用いて，回路構成を表現し，電気特性をシュミレーシ
ョンし， CADを用いて構成素子や配線をレイアウトするなど LSIの微細加
工，集積度の向上は IC技術によってはじめて可能なのである。
マイクロエレクトロニクスを武器とする精密機械，電機産業等が脚光を浴び
て成長を続けつつある一方，マイクロエレクトロニクスは雇用の減少を加速し
ており，産業構造に対する大きな変動要因として働いている。
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マイクロエレクトロニクス (ME)機器を導入した職場においては生産部門で
は「プログラミング」「ティーチング」「メンテナンス」等，新技術が必要とな
るとともに，変化に伴って生じた余裕時間を「多台持ち」に振り向け，事務・
サービス部門では，定型業務が ME機器のオペレート作業に変化したが，そ
こで生じた余裕時間が， 事務・サービスの質・量の充実に振り向けられるな
ど，職務の縦・ 横への拡大，高度化の方向で，労働の質の変化が起きている。
ME化されたからといって， 従来型の熟練がすべて無意味な存在になってし
まうということではなく，かえってその中枢的な部分が新型熟練の中の不可欠
な構成要素として生きつづける。たとえば， 技能エがプログラムを作成し，
ME機器を運転している場合， どのようなフ゜ログラムが効率的かを判断する
能力は，プログラム作業を経験するのみでは養成されない。従来型の機械を通
して技能者が獲得した，どのような作業手順を踏むことが効率的なのかという
知識や経験があってこそ，良いプログラムを作成できる。というのは，その効
率的な手順をプログラム言語に置き換える仕事がプログラミングだからであ
る11)0 
従来，女子労働者が配置されたことのない職種に新しく女性が採用されてい
る。この女子への切り換えは，大企業ほど，生産現場ほど強く，産業別にみれ
ば，電気機器，機械，非鉄金属，金属製品および鉄鋼，化学などで多い。
労働省調査によれば，女子に新しく開けた職種は，直接生産部門57.7%, 事
務関係19.6%, コンピュータの郡入による新職種13.8形であり，直接生産部門
の比率が高い。新しく女子を配置した理由は，直接生産部門では「機械化等に
より女子にもできるようになったから」，あるいは「男の仕事の一部を分けて
女子がやれるようにした」が多く，具体的に例えば，重化学機械製造業では，
切削加工の自動化や機械設備の小型化で，旋盤工，ボール盤工，フライス盤工
11)今野浩一郎「ME化時代の熟練技能とは何か」『エコノミスト」 85.10.1
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など船舶・自動車でも作業工程の機械化・自動化で，機械の洗i條作業，ガス・
電気熔接作業などである。その他，金属フ゜レスエ，熔接工，金属研磨工，板金
工，圧延工，伸線工，組立工， レンズ研磨工，化学分析工，写図・製図工，仕
上工，など極めて多い。事務など非生産部門でも，「女子が能力的に向いてい
ることが分かった」とか「試験的につけてみた」という理由で女子が進出して
いる。
いずれにせよ MEの進展で，生産部門でも単純化され分化された単調な識
務が多く，事務部門でもビデオディスプレイの端末操作といった比軽的技能の
低位な単純作業が女性向き職種になっているし，このことが近年，労働市場に
女子パートタイマーが多く進出する一因になっている 12)0 
5. 日本の労使関係
二つの労働組合調査がある。
第一の労働省から発表された「昭和60年労働組合実態調査」（対象は， 9大産
業に属する組合員規模30人以上の民営企業の単位労組約5000組合を対象に委員長，書記長
ら幹部クラスに直接聞り取り方式で調べた。調査時点は，昭和60年6月末現在）によれ
ば，約 8割の労働組合が， 5年前（昭和55年）と比べて労働組合をとりまく環境
は大きく変化したとみており，組合組織や活動に大きな影響を与えた要因とし
て，企業側をめぐるものは，「同業他社との企業間競争の激化」， 「企業収益率
の低下」などが高率で，労働者に関係したものは「労働者の中高年化」，「労働
運動に無関心な労働者の増加」， をあげる組合が多い。産業別にみると「OA
化， FA化などの進展」（製造業，電気・ガス・熱供給業，金融・保険）が上位を占
12)塩田咲子「高度経済成長期の技術革新と女子労働の変化」（中村政則編『技術革新と
女子労働』東京大学出版会 1985年）所収。
（備考） 数字は各産業別の調査対象事業所数に対する比率。これまで女性を配置したこ
とのない職種に新しく女性を採用した事業所 (2,040)の約 3096を占め，年次別では
1965-1967 (昭和40-42)年間に急増している。
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めている。労使関係のあり方では「 5年前と不変」が高率を占めている 13)0 
労働組合の組織や活動に大きな影響を与える事柄 (4つまでのM.A.)
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5年前と比べて影響を与えた事柄及び今後5年間に大きな影孵を与えると思われ
る事柄の数値は， 各々，「5年前と比べて環境が変わった」とする組合（全体の
78.1形）及び「今後， 5年間に環境は変わる」とする組合（同80.2彩）を 100と
した組合の割合である。
13) 『労働統計調査月報」 Vol.38 No. 4「昭和60年労働組合活動等実態調査結果の概要」
参照。組合の回答の首位に「企業間競争の激化」「企業収益率の低下」が出てくるの
は，いかにも企業に密消した日本の企業別組合の実態を示している。
「日経ビジネスJ(1986.3.31) には「横並び社会の構図」と題する次の記事があ
る。「輸入商社扶桑インターナショナルは，84年10月，西ドイツのペトラ社が新規開発
した家庭用の密封包装器を輸入販売した。魚や肉類などの生鮮食品を入れたビニール
袋から空気を抜いて密封パックし，鮮度を少しでも長く維持しようというアイデア商
品である。販売価格を 2万2,800円で販売lレートに乗せたところ，当初月間5,000台だ
ったのが， 4月には2万台輸入しても需要に追いつかないほどのヒットとなった。と
ころが 1年後には大手家屯メーカーが一斉に参入してきた。 85年10月に東芝が， 1月
にシャー フ゜ ， 12月には三菱俎機， 松下電池工業， 日本鼈気ホームエレクトロニクス
が，そして86年2月には日立製作所までが相次いで参入，脱気機能などを改善したと
はいえ，ほとんど同じ商品を， 1万5,000円前後で投入してきた。中小メーカーを含
めると参入企業は15社，実売価格が1万円を切るところも出始め，輸入品は対抗でき
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雇用者数，労働組合員数，推定組織率の推移
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「昭和60年度労働組合基礎調査」によれば，労働組合の組織率（雇用者数に占
める組合員比率）が28.9%であった。一定水準を保ってきた労働組合の組織率が
長期低落傾向についたのは， 1976 C昭和51)年からである。石油危機と狂乱物
価，そして32.9%の賃上げがあったのが49年で，以降，減量経営が進展した。・
雇用者数は51年以降は毎年増加し， 50年以来の10年間で639万人増えているの
に，組合員は17万人減っており， 60年は最低記録を更新した。最も組織率の高
い官公労働者の行政改革による厘用減が影響を及ぽしていることは間違いない
が，産業構造の変化も労働組合の組織率変化の要因となっている。組織率の低
ずストップ」したという。「日経ビジネス」は「うかうかしていれば他社に先を越さ
れるという危機意識が横並び社会と椰楡される激烈な企業間競争をいや応なしにあお
り立てる」といっているが，このような「横並び社会」の利益を度外視した繁忙は，
日本の多くの企業にみられるところであり，これが海外にむけられて日本の貿易黒字
を重み重ねるということになる。組合員が肌でこれを感じている， というとことであ
ろう。
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第1表主要国の労働組合員数と推定組織率の推移
国労働組合員数（千人） 推定組織率(%)
1960年¥1970年 11980年 11983年 1960年 11970年 11980年 11983年
日 本 7,661 11,604 12,369 12,519 32.2 35.4 30.8 29.7 
アメリカ 18,037 20,690 17,717 33.3 29.2 23.0 20.1 
イギリス 9,836 1, 179 12,947 11,338 44.5 49.8 57.8 53.1 
＊ ＊ 
西ドイツ 6,307 7,955 9,262 9,109 30.4 35.8 40.3 41. 5 
（注） 1)推定組織率は労働組合員数の雇用者に対する割合。
2)西ドイツの1960年の欄は1961年の数値。
〔資料出所〕 労働省「2000年の労働」
下は日本のみの現象ではない（第1表参照）。 1970年代初頭以降， マイクロエレ
クトロニクスとその応用は急速に全世界に普及しつつある。それは生産， 流
通，消費など経済活動の全過程に及び，今や現代社会の基本技術として定着し
つつあり，それが組織率低下の一因になっているとおもわれる。
アメリカの GMは1990年までに， 1万4,000台以上のロボットを導入する
計画を発表している。 GEも90年までに， 3万7,000人の組み立てエの半分を，
1.000台のロポットに置き換える計画を推進中である， といわれる。これがス
トレートに layoffにつながるならば，深刻な事態が発生することになるが，
果たしてどうであろうか。
西ドイツの第 2の電機メーカーであるAEG・テレフンケンが倒産 (1982年8
月9日）したのは，記憶に新しいところである。同社は国内だけで 10万人の従
業員を有し，世界有数の電機会社であった。当面の競争相手が日本であること
はいうまでもない。低成長に悩む西ドイツ政府は ME化を通じての生産性向
上に力を入れ始めた，といわれる14)。
日本ではこれまでマイクロエレクトロニクスによる雇用のマイナス要因が吸
収されてきた背景としては，まず第 1に，プラスの経済成長が続いており，マ
14)手塚和彰「ME化で変わる西ドイツの労使関係」「エコノミスト」 85.8.6
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クロ的には雇用吸収の余地が存在したこと，第2にマイクロエレクトロニクス
製品の市場が拡大し，既存産業の雇用への影響は最小限にとどまったこと，第
3に日本の雇用慣行があげられる。
日本の労使間の安定度が自由経済諸国の中で最も高い。企業が長期安定雇用
政策を人事政策の基本に据え，余剰人員が生じても安易に解雇などの措置をと
らないことであって，現在のところ， 企業レベルにおいて ME化と雇用量と
の間に顕著な関係はみられない。我が国の労使間の緊張解消の活動の重点が，
企業レベルの課題におかれてきており，石油危機以後の経済変動，産業構造の
転換に柔軟に対応しえた。さらに日本の企業経営者の大多数はオーナーではな
く専門経営者であり，株式は大衆に分散しているので，経営者の関心事は，企
業の発展，雇用の安定に向けられているのである。
問題は今後にある。研究・製品開発部門，販売，市場開拓部門，ソフトウェ
ア関連部門ではかなりの雇用増加がみられ，生産労働者，定型的事務労働者の
比重が低下してきている。大学卒（特に理系）の採用の急増，女性の職場進出が
さらに問題を複雑化する可能性もあるとおもわれる。
未来の工場は，技術と管理を集中し，工場内の物の流れと情報の流れとを結
合した統合化された自動化工場をめざすだろう。今後，就業構造の第三次産業
化が進展し2000年の時点では，就業者の三人に一人が―いわゆるソフト労働
者が多く含まれる一ー第三次産業で働くことになる，という推定もある15)。マ
イクロエレクトロニクスはなしくずし的に導入されて，その全貌を把えること
は困難であり，経済全体をみないと雇用への影響はわからない。子飼いの研究
スタッフを育て，従等を経営戦略として有効に活用するためにも，日本の労使
間の緊張解消の活動の重点が企業レベルにおかれることは今後も変わらないだ
ろうが，マイクロエレクトロニクスの進展は，日本経済の成熟化，世界経済の
動向，人口の高齢化などの要因と相互に絡み合いながら， 日本の労使関係に変
化と修正を与えるだろう。
15)経済企画庁「技術革新と雇用」『労務管理通信』 Vol.26 No. 14, 昭和61年5月下旬号
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